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　私の生まれた国スウェーデンではクリスマスにGod Jul（グード・ユール
～よいクリスマス）と挨拶します。今ではクリスマスの過ごし方も多様化し
ていますが、伝統的なクリスマスでは、24日はホームメイドのハムや「ヤン
ソンの誘惑」という名前のアンチョビとジャガイモを使って作る伝統料理を
食べ、家の中に飾ってあるクリスマスツリーの周りに置いてあるプレゼント
を開けたりして、家族で過ごします。そして25日の早朝、まだ暗いうちから
起き出して、松明を持って、馬に引かせたそりで教会まで行き、ろうそくだ
けの光の中でクリスマスの礼拝を守ります。クリスマスといえば、にぎやか
なイメージがあるかもしれませんが、雪に覆われたスウェーデンの、静けさ
と蝋燭の暖かい光の中で祝うイエス・キリストの誕生は、毎年関西学院の
色々な場所で持たれているクリスマス礼拝の様に心が安まるものです。
　スウェーデンでは、どこの教会のクリスマス礼拝でも必ず、イエスの誕生
とそれにまつわる出来事が書いてある二つの聖書の箇所が読まれます（マタ
イによる福音書の１章18節～2章12節と、ルカによる福音書2章1節～21
節）。旧約聖書の時代から約束され、人々が待ち望んでいたイエス・キリス
トは、十字架にかかり、その十字架での死と復活を通して、私たち人間を罪
から救い、神との和解へと導くために2000年前にベツレヘムで誕生しまし
た。ルカの2章19節に「マリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い
巡らしていた」とあります。マリアはイエスの母として非常に重要な役を果
たしながら、実は彼女の子として生まれてきたイエスが誰であるのかという
ことを、完全には理解していませんでした。しかし、マリアは驚きの中でも
「これらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた」のです。
　クリスマスを恋人や、家族、友達と楽しく過ごすのもいいものですが、今
年のクリスマスはちょうど日曜日ですから、ぜひ教会に行ってみてくださ
い。そして、2000年前に起こった出来事と、現代に生きる私たちの生活がど
う関わっているのか、クリスマスとはいったい何なのか、マリアのように心
に納めて、思い巡らしたいものです。皆さんが心からGod Julと言えるクリ
スマスを迎えられますように。
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